
  

交付図書の訂正について 

 

 令和８年６月２６日付けで入札公告を行った「磐越自動車道 中野川橋下部工工事」に係る交付図

書に一部誤りがあったため、別添のとおり訂正します。 

 なお、当社ホームページ掲載の交付図書についても、同日付で訂正したものに改めておりますので、

再度、交付図書をご確認ください。 

 

令和８年８月２８日 

 

契約責任者          

東日本高速道路株式会社 新潟支社 

支社長 中西 規祥 

 

【訂正内容】 

・01-1_金抜設計書（磐越自動車道 中野川橋下部工工事） 

・01-2_金抜設計書（磐越自動車道 中野川橋下部工工事）CSVデータ 

・02_特記仕様書（磐越自動車道 中野川橋下部工工事） 

・03_数量明細表（磐越自動車道 中野川橋下部工工事） 

・04_割掛対象表（磐越自動車道 中野川橋下部工工事） 

・05_割掛対象表参考内訳書（磐越自動車道 中野川橋下部工工事） 

・06-02_設計図（橋梁下部工・中野川橋）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

・06-05_設計図（工事用道路）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

・06-06_設計図（工事用仮橋・中野川橋）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

・06-07_設計図（工事用仮橋・六郎次川橋）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

※訂正箇所は、別添「正誤表」をご確認ください。 



工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

金抜 

設計書 

用排水

溝 

Bf-

0.650

・

0.415 

誤 

正 

正　誤　表
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

金抜 

設計書 

軽量盛

土工

B1 

工事用

仮橋 

下部工

N 設置

誤 

正 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

金抜 

設計書 

工事用

仮橋 

下部工

R 設置

誤 

正 

3/25



工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様書

（29 頁） 

26-4．構造物

掘削 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様書

（30 頁） 

26-4．構造物

掘削 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様

書（33

頁） 

26-8．用

排水構造物

工 

26-9.基礎

杭 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様

書（34

頁） 

26-9．基礎

杭 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様書（38

頁） 

26-15.交通規制工 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様書（40

頁） 

26-16.交通保安要員

9/25



工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様書（44 頁） 

26-19.軽量盛土工 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様書

（46 頁） 

26-19.軽量盛

土工 

26-20.工事用

仮橋 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

特記仕様書（49

頁） 

26-21.仮設物設

置・撤去工 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

数量 

明細表 

（3） 

用排水

溝 

Bf ・

0.650・

0.415 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

数量 

明細表 

（9） 

軽量盛

土 工

B1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14/25



工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

数量 

明細表 

（10） 

工事用

仮橋 

下部工

N 設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15/25



工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

数量 

明細表 

（11） 

工事用

仮橋 

下部工

R 設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

割掛対

象表 

工事用

機械分

解組立

費（工

事用仮

橋）、仮

設材等

運 搬

費、非

破壊検

査試験

費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土工

盛土工 Ｂ（Ｃ２）
○ ○ ○ ○

盛土工 Ｂ（Ｃ３）
○ ○ ○ ○

盛土工 Ｂ（Ｃ４）
○ ○ ○ ○

構造物掘削

普通部Ｂ１
○ ○ ○ ○

普通部Ｂ２
○ ○ ○ ○

普通部Ｃ１
○ ○ ○ ○

○
特殊部Ｂ１

○ ○ ○ ○ ○ ○

○
特殊部Ｂ２

○ ○ ○

基礎杭

場所打ちコンクリート杭 （機械掘削，φ１５００）
○

場所打ちコンクリート杭 （人力掘削，φ２５００）
○

場所打ちコンクリート杭 （人力掘削，φ９０００）

コンクリート

Ａ１－３
○

Ｂ２－１
○

＜積算データ管理＞ ＊＊＊      割掛対象表      ＊＊＊

割 掛 先 契 約 項 目

変動・

固定の

区分

割
掛

項
目

◎

共

通

仮

設

費

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

下

部

工

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

場

所

打

ち

コ

ン

ク

リ

ー

ト

杭

（

機

械

掘

削

）

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

場

所

打

ち

コ

ン

ク

リ

ー

ト

杭

（

人

力

掘

削

）

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

工

事

用

道

路

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

工

事

用

仮

橋

）

固

仮

設

材

等

運

搬

費

固

地

質

調

査

等

費

固

ア

ン

カ

ー

工

の

多

サ

イ

ク

ル

確

認

試

験

費

固

非

破

壊

検

査

試

験

費

◎

準

備

工

事

費

固

工

事

用

道

路

維

持

補

修

費

固

工

事

車

両

泥

落

し

装

置

費

固

作

業

ヤ

ー

ド

整

備

費

固

防

護

柵

レ

ー

ル

撤

去

設

置

費

注）変動・固定の部分･･･“固”は固定先割掛を示し、空白は変動的割掛を示す。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土工

盛土工 Ｂ（Ｃ２）
○ ○ ○ ○

盛土工 Ｂ（Ｃ３）
○ ○ ○ ○

盛土工 Ｂ（Ｃ４）
○ ○ ○ ○

構造物掘削

普通部Ｂ１
○ ○ ○ ○

普通部Ｂ２
○ ○ ○ ○

普通部Ｃ１
○ ○ ○ ○

○
特殊部Ｂ１

○ ○ ○ ○ ○ ○

○
特殊部Ｂ２

○ ○ ○

基礎杭

場所打ちコンクリート杭 （機械掘削，φ１５００）
○

場所打ちコンクリート杭 （人力掘削，φ２５００）
○

場所打ちコンクリート杭 （人力掘削，φ９０００）

コンクリート

Ａ１－３
○

Ｂ２－１

＜積算データ管理＞ ＊＊＊      割掛対象表      ＊＊＊

割 掛 先 契 約 項 目

変動・

固定の

区分

割
掛

項
目

◎

共

通

仮

設

費

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

下

部

工

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

場

所

打

ち

コ

ン

ク

リ

ー

ト

杭

（

機

械

掘

削

）

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

場

所

打

ち

コ

ン

ク

リ

ー

ト

杭

（

人

力

掘

削

）

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

工

事

用

道

路

）

固

工

事

用

機

械

分

解

組

立

費

（

工

事

用

仮

橋

）

固

仮

設

材

等

運

搬

費

固

地

質

調

査

等

費

固

ア

ン

カ

ー

工

の

多

サ

イ

ク

ル

確

認

試

験

費

固

非

破

壊

検

査

試

験

費

◎

準

備

工

事

費

固

工

事

用

道

路

維

持

補

修

費

固

工

事

車

両

泥

落

し

装

置

費

固

作

業

ヤ

ー

ド

整

備

費

固

防

護

柵

レ

ー

ル

撤

去

設

置

費

注）変動・固定の部分･･･“固”は固定先割掛を示し、空白は変動的割掛を示す。
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

対象 訂正前 訂正後 

割掛

対象

表参

考内

訳書 

 

【共

通仮

設

費】 

工事

用機

械分

解組

立費

（下

部

工）、

工事

用機

械分

解組

立費

（工

事用

仮

橋） 

割掛対象表参考内訳書 

【共通仮設費】 

割掛対象表 

の項目名称 
工事の内容 数量内訳（参考） 図面 

工事用機械分解組

立費（下部工） 

下部工に使用する重建設機械の分解、組

立、輸送及び運搬時の損料または賃料に

要する費用をいう。 

クローラ型クレーン 150t－1台－1往復 運搬距離114㎞(片道) 中野川橋 

クローラ型クレーン 150t－1台－1往復 運搬距離117㎞(片道) 六郎次川橋 

工事用機械分解組

立費（場所打ちコンク

リート杭（機械掘削）） 

場所打ちコンクリート杭（機械掘削）に使

用する重建設機械の分解、組立、輸送及

び運搬時の損料または賃料に要する費

用をいう。 

オールケーシング掘削機（スキッド式・全旋回型）掘削径1.5ｍ－1台－1往復  

運搬距離114㎞(片道) 中野川橋 

クローラ型クレーン 150t－1台－1往復 運搬距離114㎞(片道) 中野川橋 

工事用機械分解組

立費（場所打ちコンク

リート杭（人力掘削）） 

場所打ちコンクリート杭（人力掘削）に使

用する重建設機械の分解、組立、輸送及

び運搬時の損料または賃料に要する費

用をいう。 

油圧クラムシェル テレスコピック0.4m3－1台－1往復 運搬距離116㎞(片道) 六郎

次川橋 

工事用機械分解組

立費（工事用道路） 

工事用道路に使用する重建設機械の分

解、組立、輸送及び運搬時の損料または

賃料に要する費用をいう。 

湿地ブルドーザ－20t級－1台－3往復 運搬距離114㎞(片道) 工事用道路 東 

ブルドーザ－21t級－1台－1往復 運搬距離114㎞(片道) 工事用道路 東 

湿地ブルドーザ－20t級－1台－1往復 運搬距離116㎞(片道) 工事用道路 中 

ブルドーザ－21t級－1台－1往復 運搬距離116㎞(片道) 工事用道路 中 

工事用機械分解組

立費（工事用仮橋） 

工事用仮橋に使用する重建設機械の分

解、組立、輸送及び運搬時の損料または

賃料に要する費用をいう。 

クローラ型 200t－1台－2往復 運搬距離114㎞(片道) 中野川橋仮橋 

クローラ型 200t－1台－2往復 運搬距離117㎞(片道) 六郎次川橋仮橋 

仮設材運搬費 仮設材等（仮橋、鋼矢板、Ｈ形鋼、覆工

板、仮設防護柵等）の運搬に要する費用

をいう。 

中野川橋仮橋 運搬距離114㎞(片道)  

中野川橋Ａ１橋台 運搬距離114㎞(片道) 

六郎次川橋仮橋 運搬距離116㎞(片道)  

六郎次川橋Ａ１橋台 運搬距離116㎞(片道)  

仮設防護柵工 運搬距離138㎞(片道) 

地質調査等費 平板載荷試験、ボーリング、サウンディン

グ、その他原位置試験に要する費用をい

う。 

平板載荷試験－2箇所 

EPS 2箇所 

 

アンカー工の多サイ

クル確認試験費 

のり面アンカーの多サイクル確認試験に

要する費用をいう。 

多サイクル確認試験－6箇所 

中野川橋A1-3箇所 

六郎次川橋A1-3箇所 

 

非破壊検査試験費 コンクリート構造物の非破壊試験による

鉄筋かぶり確認に要する費用をいう。 

側面作業－160箇所 

中野川橋A1-8箇所、P1-8箇所、P2-20箇所、P3P4-各12箇所（4箇所/ロット） 

六郎次川橋A1-8箇所、P1P2P5-各16箇所、P3-20箇所、P4-24箇所（4箇所/ロット） 

 

 

 

割掛対象表参考内訳書 

【共通仮設費】 

割掛対象表 

の項目名称 
工事の内容 数量内訳（参考） 図面 

工事用機械分解組

立費（下部工） 

下部工に使用する重建設機械の分解、組

立、輸送及び運搬時の損料または賃料に

要する費用をいう。 

クローラ型クレーン 150t－1台－2往復 運搬距離114㎞(片道) 中野川橋 

クローラ型クレーン 150t－1台－2往復 運搬距離117㎞(片道) 六郎次川橋 

工事用機械分解組

立費（場所打ちコンク

リート杭（機械掘削）） 

場所打ちコンクリート杭（機械掘削）に使

用する重建設機械の分解、組立、輸送及

び運搬時の損料または賃料に要する費

用をいう。 

オールケーシング掘削機（スキッド式・全旋回型）掘削径1.5ｍ－1台－1往復  

運搬距離114㎞(片道) 中野川橋 

クローラ型クレーン 150t－1台－1往復 運搬距離114㎞(片道) 中野川橋 

工事用機械分解組

立費（場所打ちコンク

リート杭（人力掘削）） 

場所打ちコンクリート杭（人力掘削）に使

用する重建設機械の分解、組立、輸送及

び運搬時の損料または賃料に要する費

用をいう。 

油圧クラムシェル テレスコピック0.4m3－1台－1往復 運搬距離116㎞(片道) 六郎

次川橋 

工事用機械分解組

立費（工事用道路） 

工事用道路に使用する重建設機械の分

解、組立、輸送及び運搬時の損料または

賃料に要する費用をいう。 

湿地ブルドーザ－20t級－1台－3往復 運搬距離114㎞(片道) 工事用道路 東 

ブルドーザ－21t級－1台－1往復 運搬距離114㎞(片道) 工事用道路 東 

湿地ブルドーザ－20t級－1台－1往復 運搬距離116㎞(片道) 工事用道路 中 

ブルドーザ－21t級－1台－1往復 運搬距離116㎞(片道) 工事用道路 中 

工事用機械分解組

立費（工事用仮橋） 

工事用仮橋に使用する重建設機械の分

解、組立、輸送及び運搬時の損料または

賃料に要する費用をいう。 

クローラ型 200t－1台－1往復 運搬距離114㎞(片道) 中野川橋仮橋 

クローラ型 120t－1台－2往復 運搬距離114㎞(片道) 中野川橋仮橋 

クローラ型 200t－1台－2往復 運搬距離117㎞(片道) 六郎次川橋仮橋 

仮設材運搬費 仮設材等（仮橋、鋼矢板、Ｈ形鋼、覆工

板、仮設防護柵等）の運搬に要する費用

をいう。 

中野川橋仮橋 運搬距離114㎞(片道)  

中野川橋Ａ１橋台 運搬距離114㎞(片道) 

六郎次川橋仮橋 運搬距離116㎞(片道)  

六郎次川橋Ａ１橋台 運搬距離116㎞(片道)  

仮設防護柵工 運搬距離138㎞(片道) 

地質調査等費 平板載荷試験、ボーリング、サウンディン

グ、その他原位置試験に要する費用をい

う。 

平板載荷試験－2箇所 

EPS 2箇所 

 

アンカー工の多サイ

クル確認試験費 

のり面アンカーの多サイクル確認試験に

要する費用をいう。 

多サイクル確認試験－6箇所 

中野川橋A1-3箇所 

六郎次川橋A1-3箇所 

 

非破壊検査試験費 コンクリート構造物の非破壊試験による

鉄筋かぶり確認に要する費用をいう。 

側面作業－160箇所 

中野川橋A1-8箇所、P1-8箇所、P2-20箇所、P3P4-各12箇所（4箇所/ロット） 

六郎次川橋A1-8箇所、P1P2P5-各16箇所、P3-20箇所、P4-24箇所（4箇所/ロット） 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

設計図

（橋梁

下部

工・中

野川

橋） 

1/57 

中野川

橋 数

量総括

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

設計図

（橋梁

下部

工・中

野川

橋） 

56/57 

中野川

橋 復

旧計画

図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

設計図

（工事

用道

路） 

(30/10

5) 

1 工区 

用・排

水工詳

細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

設計図

（工事

用道

路） 

(47/10

5) 

1 工区

軽量盛

土工 

構造図

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型内発泡法　ＥＰＳブロック

ＥＰＳブロックの基本形状・物性規格 S=1:50

   -0.010

kN／m

kN／m

kN／m

圧 縮 強 度

許容圧縮応力度

弾 性 係 数

10％ひずみ時

圧縮弾性領域

降伏ひずみ時もしくは

10090 70 50 35 20 140

140以上 100以上 70以上 40以上 280以上

7000 5000 3500 2000 14000

400以上

200

20000

2

2

2

180以上

9000

200以上

10000

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）の規格認定材料と同等品以上を使用する

kN／m

ＥＰＳブロック物性表

単 位項  目

単位体積重量 JIS K 7222

試験方法

0.25

ＥＰＳブロック種別

D-25 D-20 D-16 D-12 DX-29

0.16 0.290.20
   +0.020

0.12

DX-35

0.35±0.0303

D-30

0.30 0.24

DX-24H

押出発泡法　ＥＰＳブロック

型内発泡法 押出発泡法

・　　　　　　は、本設計で使用するＥＰＳブロックを示す。

   -0.020

   +0.030

   -0.015

   +0.020

   -0.010

   +0.020

   -0.010

   +0.020

   -0.020

   +0.030

   -0.010

   +0.030

110

220以上

11000

D-35

0.35
   -0.020

   +0.030

DX-45

0.45±0.050

700以上

350

35000

特記事項

１． 本工事の軽量盛土工法

（１） 本工事における軽量盛土工は、契約図書に示す構造条件等に対し、「 EDO-EPS工法　設計・施工基準書

   　（２０１９年５月　発泡スチロール土木工法開発機構）（以下、「基準書」と示す）」により決定している。

（２） 本工事に施工に際し、上記１．（１）によらず別の軽量盛土工法を採用しようとする場合は、事前に監督職員の

   　承諾を得なければならない。なお、この場合は、下記に示す耐震性能が実証実験で証明されていることを前提に、

   　その実証実験により確立された設計手法で別途設計されているものでなければならない。

   　・軽量盛土工法は、下記に示す実証実験により耐震性能が証明出来るものでなければならない。

   　　1　軽量盛土レベル　：　軽量盛土高さ８ｍ以上

   　　2　地震動レベル　　：　レベル２地震動

２．使用材料

（１）発泡スチロールブロックについては、「基準書」第３章　材料　３．２ EDO-EPSブロックに示される

     材料特性を満足するものとする。

（２）緊結金具については、地震時における軽量盛土体に作用する水平力に対し、発泡スチロールブロックの結合性能が

     金具のせん断抵抗力により確保できる機能を有するものとし、その性能・機能については、上記１．（２）に示す

     実証実験において、軽量盛土体の一体性の確保が証明される等、耐震性能が確保されていることを証明できるもので

     なければならない。

３．施工管理方法

本工事における軽量盛土工の施工管理については、「施工管理基準」の他、「基準書」第６章　施工によるものと

しているが、上記１．（２）により工法を採用する場合における施工管理方法は、監督職員と別途協議するものとする。

両 爪 型

緊結金具詳細図

片 爪 型

緊結金具の設置例 S=1:200

平 面 図

( レベル2地震動対応時の配置例 )

ＥＰＳブロック配置の参考例 S=1:200

平 面 図

緊結金具

：　下層ステージ

：　上層ステージ

2000

（標準）

1
00
0

条　件

緊結金具の設置数

・　切断加工したブロックには、1ブロックあたり1個ないし2個使用とする。

1m あたり2

1m あたり3 2.0m×1.0m×0.5m

ブロックサイズ

－

2.30

1.15

・　発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する事。

個　数

・　レベル2地震動対応の場合は、上記個数の倍の金具を使用する事。

摘　要

・　緊結金具の個数は、ロス分を含んだ数量とする。

引張試験値めっき付着量

引張強さ

400以上

N／mm

2 降伏点
2

295以上

N／mm
2

3点平均付着量

相当

SGLC400
構造用 AZ150

記　号

150

記　号種　類 両面等圧めっきの最小付着量（両面の合計 g／m ）

1点最小付着量

130

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する

材料物性表

軽量盛土　材料表

名　称

軽量盛土工

軽量盛土

(発泡スチロール)

コンクリート床版工

 コンクリート床版

壁面工

壁面材

 軽量残存型枠

防護柵基礎工

防護柵基礎

裏込砕石工

裏込砕石

緊結金具

敷砂

基礎砕石

水抜きパイプ

吸出防止剤

排水材

 床版コンクリート

 型　枠

 鉄　筋

 鉄　筋

 目地材

 着脱式軽量壁面材

上部調整コンクリート

型　枠

目地材

足場工

盛土高6.0m以下

細　別・規　格

 EPS D－25

 EPS D－20

 EPS DX－24H

ΣV ＝ 

  t＝20mm

 RC－40, t＝200mm

 VPφ100

 t＝50mm, 150×150

 長繊維不織布,t＝5mm

 t＝150mm

B2-1

 

 D13－150×150

 SD345, D13

 t＝20mm

 t＝25mm

 480×980×25

 480×480×25

 230×980×25

 230×480×25

 150×1000×40

 400×150×40

 650×150×40

 150×1000×40

 プレキャストGr基礎

D1-1

  

 t＝10mm

 単管

 RC－40

 

単位

m3

m3

m3

m3m3

個

m2

m2

m

枚

m2

m2

m3

式

(m2)

t

t

m2

m2

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

m

m3

m2

m2

掛m2

m3

m3

数　量

 

2,107.8

4,149.6

9.3

6266.7

28,827

467.4

467.4

374.0

200.0

3049.7

 4,642.6

719.4

1

（152.9）

69.491

6.346

31.7

 

1,647.3

3,174

46

179

37

456

73

7

512

 

578.0

129.1

286.9

12.8

1,778.5

 

774.6

774.6

  

摘　要

 

 

 

  EPSブロック総計

 大規模地震動対応

 

 

 

 

 

 

 

 

 段差部

 QLW-P1

 QLW-P2

 QLW-P3

 QLW-P4

 S1

 S2

 S2-650

 S5

 H＝480mm

 

 

 

 

＝合計数量

(m2) （153.0） 段差部

 背面及び妻部

1工区　軽量盛土工 構造図 (1)
図示

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

磐越自動車道  中野川橋下部工工事

株式会社　アルゴス

1工区　軽量盛土工 構造図 (1)

図示

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

//

（軽量盛土工詳細図）
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正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型内発泡法　ＥＰＳブロック

ＥＰＳブロックの基本形状・物性規格 S=1:50

   -0.010

kN／m

kN／m

kN／m

圧 縮 強 度

許容圧縮応力度

弾 性 係 数

10％ひずみ時

圧縮弾性領域

降伏ひずみ時もしくは

10090 70 50 35 20 140

140以上 100以上 70以上 40以上 280以上

7000 5000 3500 2000 14000

400以上

200

20000

2

2

2

180以上

9000

200以上

10000

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）の規格認定材料と同等品以上を使用する

kN／m

ＥＰＳブロック物性表

単 位項  目

単位体積重量 JIS K 7222

試験方法

0.25

ＥＰＳブロック種別

D-25 D-20 D-16 D-12 DX-29

0.16 0.290.20
   +0.020

0.12

DX-35

0.35±0.0303

D-30

0.30 0.24

DX-24H

押出発泡法　ＥＰＳブロック

型内発泡法 押出発泡法

・　　　　　　は、本設計で使用するＥＰＳブロックを示す。

   -0.020

   +0.030

   -0.015

   +0.020

   -0.010

   +0.020

   -0.010

   +0.020

   -0.020

   +0.030

   -0.010

   +0.030

110

220以上

11000

D-35

0.35
   -0.020

   +0.030

DX-45

0.45±0.050

700以上

350

35000

特記事項

１． 本工事の軽量盛土工法

（１） 本工事における軽量盛土工は、契約図書に示す構造条件等に対し、「 EDO-EPS工法　設計・施工基準書

   　（２０１９年５月　発泡スチロール土木工法開発機構）（以下、「基準書」と示す）」により決定している。

（２） 本工事に施工に際し、上記１．（１）によらず別の軽量盛土工法を採用しようとする場合は、事前に監督職員の

   　承諾を得なければならない。なお、この場合は、下記に示す耐震性能が実証実験で証明されていることを前提に、

   　その実証実験により確立された設計手法で別途設計されているものでなければならない。

   　・軽量盛土工法は、下記に示す実証実験により耐震性能が証明出来るものでなければならない。

   　　1　軽量盛土レベル　：　軽量盛土高さ８ｍ以上

   　　2　地震動レベル　　：　レベル２地震動

２．使用材料

（１）発泡スチロールブロックについては、「基準書」第３章　材料　３．２ EDO-EPSブロックに示される

     材料特性を満足するものとする。

（２）緊結金具については、地震時における軽量盛土体に作用する水平力に対し、発泡スチロールブロックの結合性能が

     金具のせん断抵抗力により確保できる機能を有するものとし、その性能・機能については、上記１．（２）に示す

     実証実験において、軽量盛土体の一体性の確保が証明される等、耐震性能が確保されていることを証明できるもので

     なければならない。

３．施工管理方法

本工事における軽量盛土工の施工管理については、「施工管理基準」の他、「基準書」第６章　施工によるものと

しているが、上記１．（２）により工法を採用する場合における施工管理方法は、監督職員と別途協議するものとする。

両 爪 型

緊結金具詳細図

片 爪 型

緊結金具の設置例 S=1:200

平 面 図

( レベル2地震動対応時の配置例 )

ＥＰＳブロック配置の参考例 S=1:200

平 面 図

緊結金具

：　下層ステージ

：　上層ステージ

2000

（標準）

1
00
0

条　件

緊結金具の設置数

・　切断加工したブロックには、1ブロックあたり1個ないし2個使用とする。

1m あたり2

1m あたり3 2.0m×1.0m×0.5m

ブロックサイズ

－

2.30

1.15

・　発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する事。

個　数

・　レベル2地震動対応の場合は、上記個数の倍の金具を使用する事。

摘　要

・　緊結金具の個数は、ロス分を含んだ数量とする。

引張試験値めっき付着量

引張強さ

400以上

N／mm

2 降伏点
2

295以上

N／mm
2

3点平均付着量

相当

SGLC400
構造用 AZ150

記　号

150

記　号種　類 両面等圧めっきの最小付着量（両面の合計 g／m ）

1点最小付着量

130

・発泡スチロール土木工法開発機構（ＥＤＯ）が指定した金具と同等品以上を使用する

材料物性表

軽量盛土　材料表

名　称

軽量盛土工

軽量盛土

(発泡スチロール)

コンクリート床版工

 コンクリート床版

壁面工

壁面材

 軽量残存型枠

防護柵基礎工

防護柵基礎

裏込砕石工

裏込砕石

緊結金具

敷砂

基礎砕石

水抜きパイプ

吸出防止剤

排水材

 床版コンクリート

 型　枠

 鉄筋金網

 鉄　筋

 目地材

 着脱式軽量壁面材

上部調整コンクリート

型　枠

目地材

足場工

盛土高6.0m以下

細　別・規　格

 EPS D－25

 EPS D－20

 EPS DX－24H

ΣV ＝ 

  t＝20mm

 RC－40, t＝200mm

 VPφ100

 t＝50mm, 150×150

 長繊維不織布,t＝5mm

 t＝150mm

B2-1

 

 D13－150×150

 SD345, D13

 t＝20mm

 t＝25mm

 480×980×25

 480×480×25

 230×980×25

 230×480×25

 150×1000×40

 400×150×40

 650×150×40

 150×1000×40

 プレキャストGr基礎

D1-1

  

 t＝10mm

 単管

 RC－40

 

単位

m3

m3

m3

m3m3

個

m2

m2

m

枚

m2

m2

m3

式

(m2)

t

t

m2

m2

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

m

m3

m2

m2

掛m2

m3

m3

数　量

 

2,107.8

4,149.6

9.3

6266.7

28,827

467.4

467.4

374.0

200.0

3049.7

 4,642.6

719.4

1

（152.9）

69.491

6.346

31.7

 

1,647.3

3,174

46

179

37

456

73

7

512

 

578.0

129.1

286.9

12.8

1,778.5

 

774.6

774.6

  

摘　要

 

 

 

  EPSブロック総計

 大規模地震動対応

 

 

 

 

 

 

 

 

 段差部

 QLW-P1

 QLW-P2

 QLW-P3

 QLW-P4

 S1

 S2

 S2-650

 S5

 H＝480mm

 

 

 

 

＝合計数量

(m2) （153.0） 段差部

 背面及び妻部

1工区　軽量盛土工 構造図 (1)
図示

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

磐越自動車道  中野川橋下部工工事

株式会社　アルゴス

1工区　軽量盛土工 構造図 (1)

図示

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

//

（軽量盛土工詳細図）
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

設計図

（工事

用道

路） 

(48/10

5) 

1 工区

軽量盛

土工 

構造図

（2） 
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D13  @150

D13  @150

コンクリート床版詳細図 S=1:20

断面図

平面図
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H
段

差
高

87
63

15
0

コンクリート床版

異形鉄筋 D13-150×150

コンクリート床版段差部S=1:20 伸縮目地詳細図

目地材

50 50
20

鉄筋

10
0

50

15
0

L6

L15

L3

（本）
形 式種 別 径

本 数

（mm）（mm）（mm）

長 さ L1 L2 L3

（mm）

L4

（mm）

種 別 径
長 さ

（mm） （kg/m）

単位質量

（本）

本 数 1本当り質量

（kg） （kg）

質　量
摘　要

段差部鉄筋加工表　（段差H=250） 段差奥行き10.0m当り

L0

形式２

形式１

段差部鉄筋質量表

96.681D13

D13

1450

10000

67

1 0.995 9.950 9.950

1.4430.995

kg総質量　D13 106.631

S1 D13

D132

1 67

1

1450

10000 10000

250 600 600

S2

S1

S2

D13@150
S

1

D13
S

2

※ 重ね継手長　la=410以上
la = 31.25 × d

(「道路土工 擁壁工指針(平成24年度版)」 P.155 参照 )

L6

L15

L3

（本）
形 式種 別 径

本 数

（mm）（mm）（mm）

長 さ L1 L2 L3

（mm）

L4

（mm）

種 別 径
長 さ

（mm） （kg/m）

単位質量

（本）

本 数 1本当り質量

（kg） （kg）

質　量
摘　要

段差部鉄筋加工表　（段差H=400） 段差奥行き10.0m当り

L0

形式２

形式１

段差部鉄筋質量表

106.664D13

D13

1600

10000

67

2 0.995 9.950 19.900

1.5920.995

kg総質量　D13 126.564

S1 D13

D132

1 67

2

1600

10000 10000

400 600 600

S2

S1

S2

S=1:20

1工区　軽量盛土工 構造図 (2)
S=1:20

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

磐越自動車道  中野川橋下部工工事

株式会社　アルゴス

1工区　軽量盛土工 構造図 (2)

1:20

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

//

（床版工詳細図－１）
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コンクリート床版詳細図 S=1:20

断面図

平面図
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コンクリート床版

鉄筋金網 D13-150×150

コンクリート床版段差部S=1:20 伸縮目地詳細図

目地材
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鉄筋

10
0

50

15
0

L6

L15

L3
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形 式種 別 径

本 数
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（mm）

L4

（mm）

種 別 径
長 さ

（mm） （kg/m）

単位質量

（本）

本 数 1本当り質量

（kg） （kg）

質　量
摘　要

段差部鉄筋加工表　（段差H=250） 段差奥行き10.0m当り

L0

形式２

形式１

段差部鉄筋質量表

96.681D13

D13

1450

10000

67

1 0.995 9.950 9.950

1.4430.995

kg総質量　D13 106.631

S1 D13

D132

1 67

1

1450

10000 10000

250 600 600

S2

S1

S2

D13@150
S

1

D13
S

2

L6

L15

L3

（本）
形 式種 別 径

本 数

（mm）（mm）（mm）

長 さ L1 L2 L3

（mm）

L4

（mm）

種 別 径
長 さ

（mm） （kg/m）

単位質量

（本）

本 数 1本当り質量

（kg） （kg）

質　量
摘　要

段差部鉄筋加工表　（段差H=400） 段差奥行き10.0m当り

L0

形式２

形式１

段差部鉄筋質量表

106.664D13

D13

1600

10000

67

2 0.995 9.950 19.900

1.5920.995

kg総質量　D13 126.564

S1 D13

D132

1 67

2

1600

10000 10000

400 600 600

S2

S1

S2

S=1:20

鉄筋金網 D13-150×150

鉄筋金網 D13-150×150

1工区　軽量盛土工 構造図 (2)
S=1:20

縮　　尺

設計会社名

事務所名

図面番号

図面の種類

施工会社名

磐越自動車道  中野川橋下部工工事

株式会社　アルゴス

1工区　軽量盛土工 構造図 (2)

1:20

新潟支社 新潟工事事務所

東日本高速道路株式会社

//

（床版工詳細図－１）
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

設計図

（工事

用仮

橋・中

野川

橋） 

1/52 

中野川

橋 仮

桟橋 

数量総

括表 
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工事名）磐越自動車道 中野川橋下部工工事 

修正箇所 正誤区分 

設計図

（工事

用仮

橋・六

郎次川

橋） 

1/37 

六郎次

川橋 

仮桟

橋  

数量総

括表 
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